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ロシア連邦極東地域（以後極東地域）における日本語学習機関は 2009 年度時点で約 50 機関であり、うち大学等の高等
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周知のように、外国語教育における動機づけに関する研究は Gardner らがカナダで行った研究をもって嚆矢とする





学習者の持つ動機を分類した研究（縫部・狩野・伊藤 1995、郭・大北 2001 など）であり、いま一つは動機を独立変数
とし、他の要因との関連（動機と成績、動機と不安など）を分析した研究（成田 1998、元田 2005 など）である。 
上記の研究は、主として研究対象地域における日本語学習者の全般的な動機づけを明らかにすることを目的とし、質
問紙を用いて実施されている。極東地域の日本語学習動機づけを扱ったものとしては、ハバロフスク市で日本語を主専






















































































の中から 1 つを選択させた。このうち、1、2 を選択した調査対象者を「留学希望積極群（62 名）」とし、3～5 を選択
した調査対象者を「留学希望消極群（37名）」とした（留学希望度不詳 2名）。3・4ページでは前節の動機づけ尺度に








調査期間は 2013 年 5 月～7月である。質問紙回収については、調査実施校から郵送によって調査者に送付してもらった
が、調査対象者の絶対数が少ない場合、調査協力者から得た回答用紙のスキャニング・コピーをメールで送付してもら
った。 
極東地域 6大学に在籍する 131 名から協力を得た。そのうち空欄が大半である、属性の分類に必要な記述がないなど、
回答に不備が見られた 30 名を分析から外した。このため今回は 101 名（平均年齢 20.31 歳）を分析対象とした（有効回
答率 77%）。学年と日本語能力試験受験有無については表 1・2にまとめられる。 
 
表 1 各学年人数・男女比人数 
  学年 合計 
1 年生 2年生 3 年生 4年生 5年生
性別 
男 3 名 5 名 3 名 8 名 4 名 23 名 
女 18 名 11 名 15 名 16 名 18 名 78 名 
合計 21 名 16 名 18 名 24 名 22 名 101 名
 












学年 1 年生 18 名 2 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 3 名 
2 年生 9 名 0 名 7 名 0 名 0 名 0 名 0 名 7 名 
3 年生 9 名 5 名 3 名 0 名 0 名 0 名 1 名 9 名 
4 年生 11 名 1 名 3 名 4 名 0 名 0 名 5 名 13 名 
5 年生 12 名 0 名 1 名 3 名 4 名 1 名 1 名 10 名 


















っているが、項目数の少なさ（4 項目）を考慮し、そのまま採用することとした。第 5 因子は日本語の言語的特徴や文
化への興味、学習活動そのものへの希求を中心とした項目から構成されていることから、「Ⅴ.日本言語文化興味・教養」













                                                                 
2 一連の統計処理・分析には SPSS ver.20 を使用している。 
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経験有=2.68、経験無=2.75、t（99）=-.33, n.s, Ⅳ…経験有=3.10、経験無=2.98、t（99）=.62, n.s, Ⅴ…経験有=4.20、
経験無=3.96、 
























14. 日本に長期間住んでみたいから。 .71 .09 -.02 -.09 -.02 -.11 3.88 1.21 
10. 本当の日本、日本人と接したいから。 .63 .09 -.12 .05 -.01 .06 4.39 0.98 
12. 日本に（長期・短期問わず）観光旅行したいか
ら。 
.59 -.20 .25 -.04 -.02 .01 3.75 1.32 
13. もっと日本語でコミュニケーションしたいか
ら。 
.57 .17 -.09 .01 .18 .00 4.21 1.08 
9. 日本語能力試験に合格したいから。 .55 -.02 .05 .09 .10 .07 3.10 1.35 
4. 日本のアニメやマンガ、ドラマなどのサブカルチ
ャーに関心があるから。 
.49 -.37 .14 .00 .09 .23 2.96 1.42 



















25. 就職に有利だから。 .09 .69 .17 .13 -.22 .04 3.50 1.26 
21. 通訳・翻訳者として働きたいから。 -.07 .68 -.25 .06 .03 .05 3.59 1.25 
29. 日本語を使った仕事をしたいから .25 .57 -.22 -.06 .12 .03 3.97 1.18 
23. （日本・ロシアを問わず）大学院・研究所で研
究を続けたいから。 



















6. 勉強しないと家族に申し訳ないから。 .06 .07 .70 -.24 .03 .12 2.17 1.41 
33．大学を卒業したいから。 .03 -.11 .66 .26 .01 .06 3.30 1.61 
24. 大学内でいい成績を取りたいから。 .14 .33 .58 .04 .14 -.10 2.75 1.37 
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18. 欧米言語よりも難しいから。 .01 -.07 .03 .46 .10 .15 2.99 1.42 
32. 日本語を使ったガイドとして働きたいから。 .24 .25 -.13 .44 -.04 .09 2.82 1.36 



















15. 日本語の勉強は面白いから。 .19 -.13 -.25 .15 .59 .06 4.35 0.87 
5．日本の伝統文化に関心があるから。 .30 -.05 -.01 -.07 .39 .17 3.84 1.07 



















8．クラスメートが熱心だから。 .04 .08 -.04 .01 -.21 .75 2.09 1.19 
 F1 F2 F3 F4 F5 F6 平均 SD 
Ⅰ. 日本・日本人接触 1.00      3.66 .82 
Ⅱ. 進学・就職 .50*** 1.00     3.47 .90. 
Ⅲ. 義務・隣国社会知識 .25** .21* 1.00    2.72 1.06 
Ⅳ. 他言語比較・語学活用 .32*** .42*** .20* 1.00   3.03 .98 
Ⅴ. 日本言語文化興味・教養 .48*** .34*** .10 .35*** 1.00  4.06 .74 
Ⅵ. 関係性 .09 .22* .33*** .16 .02 1.00 2.47 1.15 
* p<.05, ** p<.01, *** p<.001 
 
表 4 下級生と上級生別による各動機づけの比較 
 下級生（N=55） 上級生（N=46） t 検定 
日本・日本人接触 3.80（0.77） 3.50（0.87） † 
進学・就職 3.56（0.86） 3.38（0.96） n.s 
義務・隣国社会知識 2.76（1.05） 2.68（1.09） n.s 
他言語比較・語学活用 3.14（0.94） 2.91（1.03） n.s 
日本言語文化興味・教養 4.14（0.68） 3.98（0.81） n.s 
関係性 2.50（1.04） 2.43（1.28） n.s 
†p<.10 
 
表 5 日本語能力試験受験有無による各動機づけの比較 
 受験無（N=59） 受験有（N=42） t 検定 
日本・日本人接触 3.67（0.77） 3.65（0.86） n.s 
進学・就職 3.29（0.97） 3.73（0.73） * 
義務・隣国社会知識 2.76（1.02） 2.68（1.13） n.s 
他言語比較・語学活用 2.98（1.03） 3.11（0.92） n.s 
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日本言語文化興味・教養 3.97（0.80） 4.20（0.64） n.s 
関係性 2.59（1.04） 2.30（1.28） n.s 
* p<.05 
 






日本・日本人接触 3.51（0.95） 3.74（0.75） n.s 
進学・就職 3.21（0.89） 3.64（0.89） * 
義務・隣国社会知識 2.83（1.12） 2.66（1.01） n.s 
他言語比較・語学活用 3.13（0.94） 2.97（1.01） n.s 
日本言語文化興味・教養 4.03（0.64） 4.11（0.80） n.s 
関係性 2.30（1.13） 2.52（1.15） n.s 
* p<.05 
n.s, Ⅳ…積極群=2.96、消極群=3.12、t（97）=-.78, n.s, Ⅴ…積極群=4.11、消極群=4.02、t（97）=.55, n.s, Ⅵ…
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